


博多まちづくり宣言
　九州、そしてアジアの玄関口である博多。古くからの歴史を継承しながら、進化するまち。駅を中心に、昼も夜も、様々
な人々が集まり、ビジネスや商業の集積が進むまち。伝統を尊ぶ暮らしと便利な住まいが共存するまち。そんな博多では、
様々な営みをつないで、まち全体の魅力を高めていくために、事業者、住民、働く人、行政、来訪者の方々が一丸となっ
て取り組むまちづくりが必要です。
　そこで、私たちは、博多が将来にわたって活力と風格を持ち続け、住んでよし、働いてよし、訪れてよしという魅力
あるまちであり続けるために、目指すべき目標と指針をみんなで共有し、まちづくりを進めていくことにします。
　まちづくりを進めるにあたっては、博多に古くから伝わる「博多手一本」の精神を尊重します。「博多手一本」とは、
話し合いがまとまると最後に一本締めを行う慣わしのことで、その後は全員が同じ目標を目指して動き始めます。私た
ちもその精神に則り、何事もみんなで協議し、思いをまとめ、博多のまちのためにすべきことに一致協力してあたるこ
とをここに宣言します。

第１条　創ろう　活気と文化を感じるまち
　行きかう人々が楽しく歩ける大通り。笑顔と会話があふれる街角。歴史の静寂へと導く散策路。商人の町博多の伝統
を活かし、次の世代へとつなぎながら、新しい時代の文化を創り出す。仕事でも、遊びでも、学びでも、みんなが元気に、
そして知的に楽しめるまちにしよう。

第２条　活かそう　出会いと希望に満ちたまち
　世界に開かれたまちとして進化を続け、各地からの来訪者も絶えることがない。新たなビジネスを生み出す活力に満
ちている。博多に降り立つ人も旅立つ人も、それぞれに希望を育み、大きな夢をつかむことができるまちにしよう。

第３条　守ろう　やさしさも厳しさもあるまち
　温かいおもてなしの心で人々を迎え入れる。寛容な精神で見守り、愛情をもってしかることができる。博多独自の風
土や気質を受け継いでいくことで、地域の絆を強め、誰もが安全で安心して過ごせるまちにしよう。

第４条　広げよう　緑と青空のつづくまち
　駅から広がる博多のまちなみには美しい並木が続き、公園には木々の緑や花があふれる。通りや川辺には爽やかな風
が流れ、空も海も身近に感じられる。環境にも優しく、人にも優しい快適な空間を一つ一つ創り出し、心に残る美しい
景観がつづくまちにしよう。

第５条　つなごう　九州 ･アジアそして世界の人と人
　博多を訪れた誰もがこのまちの一員となり、ここに集う多様な個性をつなぐことで、新たな魅力を次々と織りなして
いくことができる。いつでも何度でも訪れたくなる世界に誇れるまちにしよう。

2009年 4月20日
博多まちづくり推進協議会
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年度 2008 09 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 〜2040

博多まちづくり
推進協議会

博多駅エリア
発展協議会

福岡市
第9次基本計画 第10次基本計画

★博多まちづくり宣⾔

ガガイイドドラライインン22001144

★協議会設⽴

★協議会設⽴

★グランドビジョン策定

グランド

ビジョン

まちづくり

ビジョン

第8次基本計画

★組織統合（博多コネクティッド部会発⾜）

アクション

プラン

アクション

プラン

アクション

プラン

アクション

プラン

中期活動

計画

アクション

プラン

博多コネクティッド（10年間）

ガガイイドドラライインン22002266

アクション

プラン

アクション

プラン

ガガイイドドラライインン22000099
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（３）役割分担 
将来像の実現のためには、博多まちづくり推進協議会が中心となり、活動を牽引すること

はもちろんですが、それぞれの企業・団体等に所属するすべての人が、協議会の一員である

自覚を持ち、主体的かつ自発的に関わり続けることが大切です。また、行政、博多駅周辺エ

リアにおける会員以外の企業、団体、地域住民、来街者などすべての関係者を巻き込み、パ

ートナーシップを築いていくことも必要です。 

当ガイドラインに基づいて、具体的な活動の取り組みがアクションプランに定められま

す。そのなかで、改めて役割分担を整理することになりますが、ここでは、その基本的な考

え方をまとめます。 

 

表：関係者の役割 

 対象 役割 

博多まちづくり推進協議会 正会員、一般会員、賛助会員、 

特別会員 

ガイドラインに沿って主体的にまちづくりを推進する。 

（なお、具体的な取り組みのなかでさらなる役割分担が

生じる。） 

連携パートナー 行政 まちづくりに関するさまざまな権限を有することから、

ガイドラインの推進のための仕組みの構築や制度の改

善・運用、都市計画への反映や規制緩和、手続きの簡素

化などを行う。 

特に福岡市とは、重要なまちづくりのパートナーとし

て、官民共働によるまちづくりを推進する。 

会員以外の企業、団体 まちづくりの恩恵を受ける可能性があることから、活動

への参加を呼びかける先となる。新たなプレーヤー、支

援者として期待される。 

会員以外の地域団体・住民 ガイドラインの領域が生活の場であることから、積極的

に情報を発信する先となる。共創のまちづくりの理解

者、支援者として期待される。 

来街者 客観的にまちを見ることができるため、評価を聞く先と

なる。口コミの発信元となったり、再訪や移住も期待さ

れる。 
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ガイドライン改訂の謝意
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